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新旧部門長からのメッセージ
近の朗報は、2008 年に北海道大学で実施した
COMODIA 国際大会は、関係者の努力もあり、
参加者も増え、成功を収めました。

しかし、最近の傾向としてこれらのCOMODIA
国際大会や内燃機関シンポジウムは、開催しても
思うように参加者が集まらない、さらにレベルの
高い論文を集めるのに苦労するなどの問題点が指
摘されております。何よりも内燃機関シンポジウ
ムはエンジン研究開発者の大きなイベントにもか
わらず、定期的に開催されていないので、大学院
学生に計画的に発表させるわけにいかず、ほかの
講演会で済ましてしまうとのご意見を大学の先生
からいただきました。このままにしておくと、時
代とともに忘れ去られて、縮小の一途です。

この対策のために拡大運営委員会を開催しまし
た。「内燃機関シンポジウムは、定期的に毎年実
施してください」というのが、一堂に会して討議
した運営委員会や拡大運営委員会の若手研究者の
意見です。また、COMODIA 国際大会について
も 4 年毎なりの定期的な開催が望まれておりま
す。「継続は力なり」とはまさに名言です。また、
昨年度は当時の広報委員会の森上修幹事（九州大
学）が 2000 年以前の COMODIA 論文をエンジ
ンシステム部門のホームページに掲載してくれま
した。ぜひ、ご活用下さい。

3．エンジンシステムの深い技術討議
エンジン研究の発表の多くは、自動車用エンジ

ンの研究か開発が主体で、排出ガス低減が主体で
した。これからも排出ガス低減と燃費向上が主体
であることには変わりはありませんが、CO2 削減
が急務の課題でありますので、研究の重点はエン
ジンの燃費向上、すなわち正味熱効率向上に移る

第 86期部門長退任のご挨拶

第86期エンジンシステム部門長

青柳　友三（新エィシーイー）

1．はじめに
第 86 期エンジンシステム（ES）部門長の大任を

仰せつかり、岡山大学 河原伸幸幹事の協力もあっ
て職務を遂行しました。一年間は長かったように
思います。日本機械学会は、自動車でまとまる自
動車技術会とは大きく違い、古いものから新しい
ものまで、多様性に富んだものを取り込み、成長
させる機能があります。したがって、組織は巨大
で、多様性を持った組織であることを感じました。
この一年、部門長と幹事が重点的に取り組んでき
たことを以下に述べます。

2．エンジンシステム部門の重要イベント
日本機械学会の研究発表会には、私はおおよそ

40 年ほど前から参加してきました。研究開発は、
研究室で実験し、よい成果が出たら専門家の多く
集まる研究発表会で発表し、技術討議をしてもま
れる連続でした。この技術討議を踏まえて改善し
た研究を行い、さらに研究発表し、より質の高い
研究に高めてきました。いつの時代でもこのプロ
セスが基本であり、現実にこのプロセスで日本そ
して世界の研究は進歩してきました。

この意味でレベルの高い研究者が多く集まる
COMODIA 国際大会、内燃機関シンポジウム、
スターリングエンジンの国内および国際シンポジ
ウムは最も重要なイベントと考えてきました。最
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ものです。エンジンシステム部門は、多くの先輩
諸氏が築いてこられた貴重な財産を生かしつつ、
時代のニーズを取り入れられるフレキシビリティ
を持つ必要があります。基本は、国内外の会議や
研究発表会で自由に技術討議ができ、質の高いエ
ンジン研究ができる研究発表会を会員に提供する
ことです。このために部門長と幹事は上に述べた
努力をしてきました。将来、この努力は実を結ぶ
という確信で進めてきました。若手の研究者が自
由に技術討議のできる研究発表会に参加すること
により、若手の研究者も育つと思います。今後も
ES 会員と共に改善して参りたいと思います。

と思います。
エンジンシステム部門は、自動車用エンジンは

もとより、舶用エンジン、汎用エンジン（鉄道、
航空）、スターリングエンジン、燃料電池など幅
広い分野をカバーできる立場にあり、より広い視
野に立てる可能性があります。自動車用のエンジ
ン関係の話題が、現在先行しておりますが、幅広
いエンジンの技術者に研究発表会にご出席いただ
き、より広範囲な技術討議が必要です。

4．あとがき
日本機械学会の投稿論文は昔も今も評価は高い

ES 部門に 10 件の研究会を設置します。従来の
先端分野に係わる研究会に加え、地域密着型の研
究会、若手を育成する研究会を強化いたします。
新たに「先進内燃機関セミナー」および「北陸信
越エンジンシステム研究会」の2件が活動を開始
します。各地域での草の根的な研究会活動による
若手育成を期待するところです。地域型研究会は
今後も、その輪を広げたいと思いますので、各方
面からの設置提案をお待ちしております。

講習会活動は、経済状況の急変により参加者数
が減少、収支状況が悪化しつつあります。しかし、
基礎教育講習委員会には、収益性よりも若手育成
に軸足をおいた講習会を東京と大阪にて実施して
いただきます。講習会企画委、スターリングサイ
クル委では、会場選定の工夫により経費削減を図
りつつ、「エンジンオイルと自動変速機油」講習会
を 9 月に、スターリングサイクル講習会を 1 月に
開催します。

内燃機関シンポジウムは今年、第20回を迎えま
す。近年、その講演数および講演分野は縮小傾向
にあり、その遠因の一つは開催時期の不定期性に
あると考えられます。今後は、毎年秋季に定期的
に開催することを目指し、内燃機関の総合的なテー
マを扱うシンポジウムとして再生を図ります。ま
た、第12回スターリングサイクルシンポジウムは
11月に開催いたします。今年の年次大会は、部門
企画のOS4件に加え、先端技術フォーラム、ワー
クショップを企画し、部門同好会、部門賞贈賞式
を開催します。詳しくは本ニュースレター7頁を
参照ください。

先輩諸氏が築いてこられた伝統と財産を生かし
つつ、時代の要請にマッチした改善を進め、部門
活動の益々の充実、発展に尽力したいと思います。
皆様のご協力をお願い申し上げます。

第 87期部門長就任のご挨拶

第87期エンジンシステム部門長

飯田　訓正（慶應義塾大学）

第87期エンジンシステム部門長を仰せつかりま
した。部門幹事の北川敏明先生（九州大学）をは
じめ、皆様のご協力を得て、2009年度の部門運営
に尽力いたします。よろしくお願いいたします。

近年の技術開発全般に共通することとして、ど
の領域でも一企業が最先端を維持するのが困難な
ところまでに技術の高度化、統合化が進んでいま
す。素材分野では、制御困難なナノレベルにまで
微細化が進み、対極にあるソフト分野でもシステ
ムは巨大化しており、こちらも制御が困難になっ
ています。エンジン技術も例外ではありません。
エンジンシステムの高度化、複雑化、さらには統
合化に伴い課題となるのが、技術の伝承、次世代
エンジンアの育成です。

このような背景を受けて、ES部門では、地に着
いた学会活動を行ないたいと思います。具体的に
は、エンジンシステムの研究、技術交流の場を提
供すること、基本となる正しい技術情報の発信を
通じて、エンジニアが社会的役割を果たすことを
支援したいと考えます。若手エンジンニアに、安心、
充実、将来性という3つの「キーワード」を提供
しうる活動を展開したいと思います。

第87期の部門組織を3頁に示します。運営委員
会傘下に組織する委員会および委員の協力を仰ぎ、
研究会による研究活動、各種講習会の実施、国際
および国内学術講演会の開催、学術誌・ニュースレ
ターの発刊をはじめとする学会活動を推進します。
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日本機械学会・エンジンシステム部門・平成 21年度（87期）組織表

日本機械学会・部門協議会

エンジンシステム部門・平成21年（87期）代議員30名
（部門長より支部へ選任依頼の結果選出された部門代議員）

関東（0区13名）：青柳友三（新ACE）、飯田訓正（慶応義塾大）、庄司秀夫（日大）、
浦田泰弘（ホンダ）、志賀聖一（群馬大）、小酒英範（東工大）、杉山　元（JARI）、 
関谷弘志（早大）、村中重夫（日産）、金野　満（茨城大）、土田博文（日産）、
佐々木洋士（千葉工大）、後藤雄一（交通研）

東北（1区1名）：藤田尚毅（岩手大）
北海道（2区1名）：金子友海（北海道自動車短大）
東海（3区6名）：惣宇利伸哉（豊田自動織機）、衣笠幸夫（トヨタ）大森祥吾（三菱自）、

加藤隆輔（ヤマハ）、守田義郎（スズキ）、上田松栄（豊田中研）
関西（4区4名）：岡崎正夫（クボタ）、三嶋英二（ダイハツ）、段　智久（神戸大）、桑原一成（大阪工大）
中国四国（5・6区2名）：大澤克幸（鳥取大）、河原伸幸（岡山大）
北陸信越（7区1名）：手崎　衆（富山大）
九州（8区2名）：北川敏明（九州大）、浜武俊朗（大分大）

エンジンシステム部門
部門登録会員
第１位登録 1,487名
第２位登録  783名
第３位登録 587名
第４位登録 217名
第５位登録 122名
 平成21年3月末

部門長
　飯田訓正
 （慶應義塾大）
副部門長
　堀　政彦
 （日本自動車研究所）

研究分科会
RC-D3炭素系粒子状物質の特性値評価に関する研究分科会
主査　新井雅隆（群馬大）、 幹事　古畑朋彦（群馬大）

研 究 会
A-TS 07-21 エンジン先進技術の基礎と応用研究会
　主査 塩路昌宏（京大）、幹事 岡崎 正夫（クボタ）
A-TS 07-32 西日本エンジンシステム研究会
　主査 大澤克幸（鳥取大）、幹事 小田哲也（鳥取大）
A-TS 07-41 北海道エンジンシステム研究会
　主査 登坂茂（北海道工大）、幹事 北川浩史（北海道工大）
A-TS 07-42 工学教育に用いるスターリングサイクル機器に

関する研究会
　主査 大高敏男（国士舘大）、
　幹事 鈴木伸治（サクション瓦斯機関製作所）
A-TS 07-43 九州先進エンジンテクノロジー研究会
　主査 北川敏明（九州大）、幹事 森上修（九州大）
A-TS 07-44 持続可能な社会のためのエンジン技術研究会
　主査 野田進（豊橋技術科学大）、
　幹事 古谷正広（名工大）、大平哲也（スズキ）
A-TS 07-45 予混合圧縮着火燃焼技術の高度化研究会
　主査 森吉泰生（千葉大）、幹事 中野道王（豊田中研）
A-TS 07-46 地球に優しいスターリングサイクルシステムの

実用化研究会
　主査 香川澄（防衛大）、幹事 上田祐樹（東京農工大）
A-TS 07-47 先進内燃機関セミナー研究会
　主査 神本武征（ものつくり大）、幹事 水嶋教文（交通研）
A-TS 07-48 北信越エンジンシステム研究会
　主査 手崎衆（富山大）、幹事 小橋好充（金工大）

総務委員会：エンジンシステム部門の業務遂行
委員長：飯田訓正（慶應義塾大）、幹事：北川敏明（九州大）
委員：堀　政彦（日本自動車研究所）、川那辺 洋（京大）

広報委員会：ニュースレター
委員長：庄司秀夫（日大）、幹事：飯島晃良（日大）
会誌トピックス委員：和田好充（金工大）

技術委員会：研究会および分科会の統括
委員長：浦田泰弘（ホンダ）、幹事：河原伸幸（岡山大）

学会表彰・年鑑委員会：学会表彰、学会誌8月年鑑号
委員長：志賀聖一（群馬大）、幹事：石間経章（群馬大）

部門賞委員会：エンジンシステム部門賞
委員長：小酒英範（東工大）、幹事：佐藤　進（交通研）

講習会企画委員会：部門講習会の企画と実施
委員長：杉山 元（JARI）、幹事：瀬川大資（大阪府立大）

基礎教育講習会委員会：基礎教育講習会の企画と実施
委員長：大澤克幸（鳥取大）、幹事：波多野清（三菱自工）

内燃機関シンポジウム委員会：シンポの企画と実施
委員長：塩路昌宏（京大）、副委員長：大澤克幸（鳥取大）

年次大会企画委員会：88期･名古屋工業大学の企画
委員長：古谷正広（名工大）、幹事：大平哲也（スズキ）

スターリングサイクル委員会：企画活動の総括
委員長：関谷弘志（早大）、幹事：納富　信（早大）

エンジンテクノロジーレビュー誌編集委員会：編集業務
委員長：村中重夫（日産）、幹事：天谷賢児（群馬大）

エンジンリサーチ誌編集委員会：編集業務
委員長：小川英之（北大）、幹事：相澤哲哉（明大）

メーリング担当委員会：メールリストの管理と配信
委員長：田辺秀明（群馬大）

国際企画委員会：国際会議等の統括
委員長：青柳友三（新ACE）、幹事：古畑朋彦（群馬大）

ロードマップ委員会：ロードマップの作成
委員長：青柳友三（新ACE）、幹事：野村浩司（日大）

エンジンシステム
部門運営委員会
1. 飯田 訓正
2. 堀　 政彦
3. 北川 敏明
4. 河原 伸幸
5. 川那辺 洋
6. 庄司 秀夫
7. 浦田 泰弘
8. 志賀 聖一
9. 小酒 英範
10. 杉山　 元
11. 大澤 克幸
12. 塩路 昌宏
13. 古谷 正広
14. 関谷 弘志
15. 村中 重夫
16. 青柳 友三
17. 小川 英之
18. 田辺 秀明

学会事務局
会員･
情報管理グループ
部門事業担当
担当：加藤 佐知子 JSME, I Mech E, SAE

 (Professional Engineering Publishing)

部門ホームページ管理

シンポジウム
実行委員会

（自動車技術会）

編集委員会
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部門活動紹介
どに利用され、次第にその実用分野を平めていま
す。一方、スターリングエンジンについてはエン
ジンの価格が他のエンジンと高いために、冷凍機
に比べて実用化が遅れています。現在はバイオマ
ス発電や潜水艦の補助動力源等の限られた分野で
使用されています。しかし、スターリングエンジ
ンは外燃機関であって多種燃料・熱源不問なので、
バイオマスや排熱を用いて動力を得ることができ
るので、今後、環境問題やエネルギー問題に貢献
することが期待されます。また、熱音響はピスト
ンを有しない次世代熱機関／冷凍機として着目さ
れていますが、まだ研究開発段階にあります。

この研究会ではスターリング機器が広く普及す
るように、関連する情報や意見の交換を行ってい
ます。その際に、この分野のトップエキスパート
から話題提供を頂きます。また、実用化されてい
るスターリング機器、また実用化研究中のものを
見学していきたいと考えております。それから、
NPO 法人日本スターリングエンジン普及協会と
連携活動にも取り組んでいく予定です。

平成 20 年度には 3 回の研究会を実施し、話題
提供として①世界のスターリングエンジンおよび
応用機器の開発動向、②第 13 回国際スターリン
グエンジン会議報告、③日本スターリングエンジ
ン普及協会の活動方針、④常温クラススターリン
グ冷凍機の製品群紹介を企画し、情報や意見を交

A-TS 07-46
地球に優しいスターリングサイクルシ
ステムの実用化研究会

主査

香川　澄（防衛大学校）

幹事

上田　祐樹（東京農工大学）

近年、地球環境の保全や化石燃料の有効利用な
どが重要かつ大きな課題となっています。これら
課題を克服するためのシステムの一つとして、ス
ターリングサイクル機器が注目されています。本
研究会は、国内外のスターリングサイクル機器を
調査し、スターリングサイクル機器の実用化促進
のための研究指針を提示することを目的として活
動しております。

研究会のメンバーは大学・高専関係者 22 名、
独法研関係者 3 名、NPO 法人関係者 2 名、企業
関係者 13 名の計 40 名です。研究会は年 3 回開催
しております。研究会では 2 件程度の話題提供を
行う、もしくは、スターリングサイクル機器を導
入した実用例の見学を行っております。

スターリングサイクル機器に関する研究は日本
をはじめ欧米を中心に研究開発が行われていま
す。しかし、その実用化はまだ十分といえない状
況にあります。スターリングサイクル機器を大別
すると、スターリングエンジン、スターリング冷
凍機、熱音響機器（エンジン・冷凍機）になりま
す。この中で、現在、実用化が最も進んでいるの
はスターリング冷凍機であり、小型で到達温度
100K 以下が得られることから、クライポンプ、
液体窒素冷却、赤外線センサーの冷却、MRI な 平成 20年度 第 3回見学会
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実証研究（中部電力㈱ 、あいち臨空新エネルギー
実証研究エリア）の見学を企画する予定です。

本研究会の活動を通じて、スターリングサイク
ル機器の実用化がいっそう促進されることを期待
しております。また、スターリングサイクル機器
に興味ある方は主査あるいは幹事に気軽に声をか
けてください。

換しました。また、第 3 回では潜水艦「あさしお」
に搭載されている 75 kWe スターリングエンジン
発電機の運転を見学しました。平成 21 年度は、
極低温用スターリング冷凍機（パルス管冷凍機も
含む）の製品群紹介に関する話題をはじめ、本研
究会に関連する話題の提供、および 30kW 級バ
イオマス利用スターリングエンジン発電に関する

ビンの各メーカーの方が参加されており、様々な
タイプの内燃機関を対象としてバラエティに富ん
だ話題提供が行われています。

本研究会設置の趣旨は次の通りです。『エンジ
ンに関わる先進技術の基礎的現象について学術的
知見を深めると共に、それを応用した技術の向上
を図るため、毎年数回の研究討論会及び研究施設
の見学会を開催し、会員各自の研鑽に励むと共に
会員相互の情報交換を行う。また、会員以外の著
名な研究者や技術者の招待講演による最新の情報
提供、若手研究者並びに技術者の育成、産業界と
学会との交流促進を図る。』

上記趣旨の下、年に 5～6 回の研究討論会（大
学及び企業の研究施設やものづくり現場の見学
会、各 1 回を含む）を開催しています。毎回 20
名前後の会員の方々が出席され、企業・大学委員
間での活発な討論や情報交換が行われており、産
業界と学会の交流の場となっています。さらに、
関西支部行事の秋季技術交流フォーラムや定時総
会講演会でセッションを企画し、最新の研究成果
を発表する場を提供するとともに、関西地区にお

A-TS 07-21
エンジン先進技術の基礎と応用研究会

主査

塩路　昌宏（京都大学）

幹事

岡﨑　正夫（㈱クボタ）

本研究会は日本機械学会関西支部の内燃機関懇
話会のメンバーを中心として 1998 年 4 月に設置
され、その後継続して活動を続け、2009 年 2 月
の例会で第 56 回を迎えました。委員数は現在 55
名で、大学関係者（27 名）とエンジン関連企業
等から多くの方々に参画頂いています。関西地区
に限らず各地の自動車用エンジン、大型・中型・
小型舶用エンジン、汎用エンジン、およびガスター

NO. 開催日 場　所 話　題 提供者 所属

第 52 回 08 年
5月28日 大阪府立大学 火花点火による初期火炎核形成課程の数値計算 中谷氏 大阪府立大学噴霧と液滴の非接触温度計測 瀬川氏

第 53 回 08 年
7月10日

大阪科学技術 
センター

高乱流によるディーゼル機関の燃焼改善とバイオ
燃料適用における効果 木戸口氏 徳島大学

ヤンマーの燃焼技術 古東氏 ヤンマー㈱
水ストレスの低減及び大気環境保全に貢献する
膜の作製と評価 松山氏 神戸大学

第 54 回 08 年
10月11日

同志社大学

< 関西支部・
第 9 回秋季
フォーラム>

ディーゼルエンジン技術のルネサンス 大澤氏 鳥取大学
ディーゼル機関におけるPCCI 燃焼の改善 堀部氏 京都大学大学院
高効率クリーンディーゼル燃焼コンセプト
ITIC-PCI 志茂氏 マツダ㈱

低温プラズマを用いた PM 除去システムの開発 金 氏 ダイハツ工業㈱

第 55 回 09 年
1月20日

三菱重工業㈱
高砂製作所

1700℃級ガスタービンの要素技術開発（国プロ）
の概要 伊藤氏 三菱重工業㈱
ガスタービン燃焼器の技術動向 田中氏

第 56 回 09 年
2月20日

大阪市立大学
文化交流センター

火花点火機関におけるノッキング時自着火部の可
視化 河原氏 岡山大学

化学動力学に基づく自着火現象の数値シミュ
レーション 脇坂氏 大阪市立大学

イオン電流検出システムを活用した HCCIエンジ
ン（実機評価） 芹沢氏 ダイハツ工業㈱
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を深めるため、活発な研究会活動を続けていくよ
う努めていきたいと考えております。皆様方のご
支援を宜しくお願い致します。

けるエンジン研究・技術の発展に努めています。
2008 年度は、表に示す研究会を実施しました。

本研究会では今後とも、環境・エネルギー問題
に対応する様々なエンジン先進技術について知見

間後には、各講師の方々に会場にて 10 分程度の
個別質問を受けてもらい、盛会に終了しました。

基礎教育講習会企画委員会では、今後のテーマ
設定などに役立てる目的で、講習会終了後に、参
加者に対してアンケートを行っております。下図
は、その結果の一例を示しています。

その中で、今回紹介する「今回の講習会は役に
立ちましたか」との問いには、「非常に役立った」
と答えた参加者が東京および大阪会場ともに、
50%以上であり、「少し役に立った」を含めると
ほぼ 100%であり、受講者満足度の高い講習会で
あったことがわかります。また、「今後もこのよ
うな講習会があれば参加したいと思いますか」と
の問いに対して、「ぜひ参加したい」および「参
加したい」と答えた受講者が 90%以上を占めて
おり、若手技術者の教育の趣旨とした本講習会は、
不況下にあっても、今後も継続して開催してゆく
ことが必要であることがわかりました。

なお、87 期は鳥取大学教授の大澤克幸委員長
のもとで、2009 年 11 月 27 日（東京会場：大手
企業セミナー室予定）と 2010 年 1 月 22 日（関西
会場：大手企業セミナー室予定）の 2 会場で、低
燃費化技術を意識したテーマで講習会の開催を予
定しています。是非、多くの方々にご参加いただ
きたく思います。

最後に、85 期・86 期の本講習会がつつがなく終
了できたのも、85 期幹事の土田博文様（日産自動
車㈱）、86 期幹事の波多野清様（三菱自動車工業
㈱）、ならびに多くの企画委員の方々のご尽力の
賜物であり、この場をかりて感謝を申し上げます。

第86期基礎教育講習会企画委員会の報告

委員長

山根　浩二

平成 20 年度における基礎教育講習会は、例年
通り、東京会場および大阪会場（関西支部との合
同企画）の 2 回を、以下の日程・テーマ（講師の方
の敬称省略）で開催しました。なお、本年度から副
題を従来の「エンジンにおける実験・計測の基礎
と応用」から、「エンジン技術の基礎と応用」に
変更し、より幅広く実態に則した内容としました。

第 1 回の東京会場「基礎教育講習会その 18：
No.08-106」は、2008 年 11 月 25 日㈫ 9：00～17：
00 まで日本機械学会会議室で開催され、65 名の
参加を得ることができました。また、第 2 回の大
阪会場「基礎教育講習会その 19：No.08-107」は、
2009 年 1 月 20 日㈫ 9：00～17：00 まで大阪科学
技術センター 4 階 404 号室で開催され、2008 年
後半からの急激な不況の中で、何とか 26 名の参
加を得ることができました。

86 期のテーマは下記のようになっております。
（1）エンジン内燃焼の基礎と応用
 岡山大学大学院　自然科学研究科　冨田　栄二

（2） 低公害車を正しく測る - 排出ガス測定の基
礎から超低濃度

㈱堀場製作所　自動車計測システム営業部
　武田　賢二

（3）ディーゼル後処理技術の動向
本田技術研究所㈱　四輪開発センター

　斎藤　清
（4）点火系技術の歴史と最新動向
 ボッシュ㈱電子機器制御事業部　石渡　雅之

（5） エンジン新機構開発におけるトライボ解析理
論の適用

 日産自動車㈱パワーソース研究所　青山　俊一
講義は、各テーマ毎の質疑時間のほかに、（1）（2）

を午前の部、（3）（4）（5）を午後の部とし、各部
の後半 30 分を総合質疑時間に充て、参加者から
活発な質問がなされました。さらに、総合質疑時
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部門賞委員会報告
部門賞贈賞報告

第86期部門賞委員会　委員長

小酒　英範（東京工業大学）
同　幹事　

佐藤　進（交通安全環境研究所）

2008 年度（第 86 期）の部門賞が決定いたしま
したので、ご報告いたします。エンジンシステム
部門では部門賞として、功績賞、研究業績賞、技
術業績賞が設けられております。功績賞は部門に
関連する学術、技術、国際交流などの分野におけ
る業績ならびに部門活動への貢献度が顕著であっ
た個人、研究業績賞は部門に関連する学術分野で
の業績が顕著であった個人、技術業績賞は部門に
関連する技術分野での業績が顕著であった個人に
贈られます。2008年度も例年通り、部門の代議員、
運営委員会委員、部門所属分科会・研究会主査の
方々から候補者をご推薦いただき、部門賞選考委
員会において最終選考を行いました。その結果、
以下のように 3 名の方が受賞されます。

1．功績賞
徳島大学　名誉教授　三輪　恵　氏

「ディーゼルエンジンの高効率 , 低公害燃焼に関
する永年の功績 , 及び順・逆スキッシュとスワー
ルを利用するクリーン燃焼に関する功績」
1965 年　京都大学工学部助手
1983 年　京都教育大学助教授
1987 年　徳島大学工学部教授
1997 年　徳島大学大学院工学研究科教授
2007 年　徳島大学名誉教授
2007 年　 （独）科学技術振興機構研究プロジェクト

顧問

2．研究業績賞
京都大学　教授　石山　拓二　氏

「内燃機関の燃焼改善と代替燃料利用に関する研究」
1980 年　川崎重工業㈱

1988 年　徳島大学助手
1993 年　徳島大学講師
1995 年　徳島大学助教授
1996 年　京都大学助教授
2001 年　京都大学教授

3．技術業績賞
株式会社　堀場製作所　上級技術顧問
中村　成男　氏

「自動車用エンジン用排ガス分析装置ならびに動
力計開発に対する貢献」
1979 年　㈱堀場製作所
1991 年　自動車計測システム部部長
1992 年　自動車計測開発部部長
1994 年　第 2 生産統括部統括部長
1994 年　第 2 開発統括部統括部長
1996 年　エンジン計測システム統括部 副統括部長
2004 年　自動車計測システム統括部上級技術顧問

また、エンジンシステム部門においては、部門
に関わるシンポジウムなどで優れた講演発表を
行った 35 歳以下の研究者を対象に「ベストプレ
ゼンテーション表彰」を行っております。2008
年度は以下の 3 名の方が選ばれました。

1．早稲田大学理工学部　助手　村田　豊　氏
　（COMODIA 2008 において選出）

2．早稲田大学大学院　大学院生　山口　恭平　氏
　（2008 年度年次大会において選出）

3．東北大学大学院　大学院生　小松　遼　氏
　 （第 11 回スターリングサイクルシンポジウム

において選出）

なお部門賞およびベストプレゼンテーション表
彰の贈賞式は、2009 年度年次大会エンジンシス
テム部門同好会（9 月 14 日㈪ 17：30～、岩手大学）
において執り行われます。
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会議報告・委員会報告
一日目は生憎の大雨で観客も少なめでしたが、二
日目は天候も回復し、学会参加者だけでなく、一
般市民の関心も高く、この展示会を目当てに来ら
れた方もいらっしゃったとのことです。本講演会
の目玉企画としての役目を無事果たすことができ
ました。

二日目の夜に開催された懇親会には約 160 名が
参加し、異なる分野の研究者・学生が一堂に会し
て大いに親交を深めました。また、当日は水戸梅
祭りの期間中一度だけ開催される水戸偕楽園「夜
の観梅ツアー」があり、懇親会の後、夜桜ならぬ

「夜梅」を堪能することができました。茨城県には、
（独）産業技術研究所、（財）日本自動車研究所、（株）
新エィシーイー、（国）茨城大学、（独）茨城高専等、
エンジン関連研究の盛んな研究機関が数多く存在
しています。今回の講演会をきっかけに県内研究
機関の連携を深めてエンジン研究のいっそうの活
性化につなげていくことができれば、と個人的に
思っています。

最後に、本講演会に参加し、議論を盛り上げて
いただいた皆様、ならびに部門企画にご支援をい
ただきましたエンジンシステム部門の皆様に厚く
御礼申し上げます。次回の関東支部総会講演会は
2010 年 3 月に明治大学 駿河台キャンパスで開催
される予定です。

日本機械学会・関東支部総会講演会報告

　

関東支部15期総会講演会実行委員

金野　満（茨城大学）

日本機械学会関東支部は、関東地方の 1 都 7 県
（東京、神奈川、埼玉、千葉、茨城、栃木、群馬
および山梨）の各ブロックに在籍する機械学会会
員によって構成され、毎年 3 月に各ブロック持ち
回りで総会講演会を開催しています。2008 年度
の総会講演会は、茨城ブロックが主管となり、日
本三名園の一つ、水戸偕楽園の梅の開花に合わせ
て 3 月 6 日～7 日に茨城大学水戸キャンパスにお
いて開催されました。同時に開催された関東学生
会学生員卒業研究発表講演会と合わせて約 900 名
が参加し、特別講演、特別企画のほか、14 件のオー
ガナイズドセッションが企画され、基調講演を含
めて 255 件の講演発表がなされました。

エンジンシステム部門では、「環境対応自動車
特別展示」およびオーガナイズドセッション「エ
ネルギー・環境問題に対応するエンジン・燃焼技
術」を企画しました。オーガナイズドセッション
では、高過給・高 EGR ディーゼル機関に関する
最新の研究成果のほか、HCCI に関する基礎的な
研究、バイオ燃料や DME の新型燃料に関する研
究、基礎燃焼、ロケット、スターリングエンジン
等、幅広い分野に亘る質の高い 17 件の発表があ
り、午前・午後の 3 セッション構成で活発な討論
が行なわれました。「環境対応自動車特別展示」
では、㈱いすゞ中央研究所、（独）交通安全環境研
究所、（独）産業技術総合研究所・新燃料自動車技
術研究センター、㈱コモテックのご協力を得て、
バイオディーゼル対応スモークフリー福祉マイク
ロバス（LPG 連続再生 DPF 付）および DME 燃
料超低公害 2t トラックの 2 台を展示しました。

日本燃焼学会主催の第 46 回燃焼シンポジウム
（実行委員長：塩路昌宏（京都大学））が、2008
年 12 月 3 日～5 日に京都市の京都テルサにて開
催されました。関西地区で開催されたのは 2002
年の第 40 回以来で , 京都で開催されたのは 1991
年の第 29 回以来 17 年ぶりでした。口頭発表、ポ
スター発表合わせた総発表件数 271 件、総参加者

第 46回燃焼シンポジウム報告

　

実行委員会幹事

川那辺　洋（京都大学）
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数約 580 名、懇親会参加者数約 200 名で盛況なシ
ンポジウムとなりました。エンジンに関係する
セッションについては「エンジン燃焼」と題して
6 セッション組まれ、さらにポスターセッション
や他のセッションに組み込まれた発表などを考慮
するとエンジンに関する研究発表は 40 に近い件
数となりました。エンジンセッションは予期され
る参加者人数から最大の講演会場を設定していま
したが , ほぼ埋めつくされており、エンジン研究
の活発さを感じることができました。シンポジウ
ムでは一般講演の他に特別講演 1 件、招待講演 3
件が企画されました。特別講演は「液滴燃焼研究
の進展」と題して大学評価・学位授与機構の角田
敏一教授により行われ、液体燃焼を考える上で重
要となる液滴燃焼について様々な視点からお話を
して頂きました。招待講演の 1 件目には「新エ
ネルギー関連政策の動向」と題して、経済産業省
資源エネルギー庁の渡邊昇治様より、経済、政策

の側面からみた新エネルギー導入に関する講演を
していただきました。また、2 件目の招待講演は

「Thermal Energy Generation for Power MEMS 
with H2O2 as an Oxidizer」と題して韓国 KAIST 
の Sejin Kwon 教授からマイクロサイズの燃焼法
に関する問題点と新たな試みについて、さらに 3
件目の招待講演は「Electrical Manipulation of 
Flames」と題して California 大学の Dunn-Rankin 
Derek 教授から、電場をかけた際の火炎構造の変
化について講演を頂きました。会期中には企業機
器展示も行われ、13 社の企業から燃焼関連機器、
計測機器、数値解析コード等の展示がなされると
ともに、トヨタ自動車、本田技術研究所からはエ
ンジンのカットモデルが併せて展示されました。
今年度の第 47 回燃焼シンポジウム（実行委員長：
藤田修（北海道大学））は 2009 年 12 月 2 日～4
日に札幌市の札幌コンベンションセンター

「SORA」で開催される予定です。

のバイオリン演奏で始まり、続くオープニングセ
レモニーの後に、上海交通大学の Zhen Huang 教
授 か ら「Active Fuel Design and Management 
for HCCI Combustion」の特別講演があった。一
般講演は 28 件であった。

引き続いて開催された第 17 回微粒化シンポジ
ウムでは、東京工業大学系名誉教授の森　正弘先
生から「仏教哲学の善悪感」の興味深い特別講演
があり、さらにカルチャーブレイクとして、狂言
師の山本東次郎氏、山本則重氏、山本則秀氏の「道
明寺」と「海女」の舞と解説の披露があった。そ
の後、徳岡先生の奥様の徳岡紀子さんによる前衛
的な現代音楽のピアノ演奏があった。一般講演は
34 件であった。

さらに初日に Welcome Party を、2 日目に技
術懇談会をそれぞれ開催し、海外からの参加者を

第 17回微粒化シンポジウム　報告

　

第17回微粒化シンポジウム副実行委員長

千田　二郎（同志社大学）

本シンポジウムは、12th Annual Conference of 
ILASS-Asia と第 17 回微粒化シンポジウムの合同
シンポジウムとして、実行委員長 徳岡直静先生

（慶応義塾大学）、副委員長 志賀聖一先生（群馬
大学）、千田二郎（同志社大学）の組織のもと、“文
化を創造する微粒化技術”をサブタイトルに掲げ
開催された。

12th Annual Conference of ILASS-Asia のオー
プニングは Welcome Sound として本庄篤子さん

写真 1　講演会場の様子 写真 2　ポスターセッションの様子
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を設け口頭発表を行い活発な議論がなされまし
た。さらに、模型スターリングエンジンに関する
口頭発表も行われ、参加総数 140 名、発表論文
49 件の盛況な会議となりました。また、特別講
演として ｢国士舘大学理工学部機械工学系におけ
る PBL 教育の取り組みと成果 - 競技会参加型の
ものづくり実践プロジェクト｣ と題し、若林克彦
氏（国士舘大学学長）にものづくりにおける実践
的技術教育についてご講演いただきました。

スターリングエンジンに関する講演では、排熱
回収システムとしての技術検討や低温度差で駆動
するエンジンの動作特性、バイオマスエネルギー
を活用するスターリングエンジンに関する報告な
どがなされ、スターリングサイクル応用機器に対
して、エネルギー回収およびその有効活用を行う
システムとしての期待が高く、またその実用化検
討が着実に進んでいることが現れたものとなりま
した。

パルス管冷凍機および熱音響機器に関する講演
は、冷凍機あるいはエンジンとしての動作特性に
関する報告が多くなされ、今後これらの特性を生
かした工学的応用化を推進、拡大していくために
は大変有意義なものとなりました。

模型スターリングエンジンのセッションでは、

｢第 11 回スターリングサイクル
シンポジウム｣ 報告

　

実行委員会幹事

大髙　敏男（国士舘大学）

地球環境問題に関する関心がますます高まる中
で、日本機械学会エンジンシステム部門主催によ
り第 11 回スターリングサイクルシンポジウム（実
行委員長：岸本　健（国士舘大学））が、2008 年
11 月 5 日㈬に国士舘大学理工学部（東京都世田
谷区）にて開催されました。スターリングサイク
ル応用機器は、高効率で環境に優しいシステムを
構築することが可能であるため、最近の地球環境
保護に関する関心の高まりから注目されていま
す。本シンポジウムでは、スターリングエンジン、
スターリング冷凍機、重要構成要素である再生熱
交換器やその他の関連要素、パルス管冷凍機や熱
音響機器に関する論文の口頭発表、および機器／
ポスタ展示が行われ、活発な討論がなされました。
また、最新の技術情報や新しい試みに関する速報
的内容に関してはトッピックスとしてセッション

写真 1　特別講演の様子 写真 2　機器展示会場の様子

含めて多数の参加者があり、盛況であった。

（1）開催日：
　　平成 20 年 12 月 17 日㈬─18 日㈭；
　　　12th Annual Conference of ILASS-Asia
　　 平成 20 年 12 月 18 日㈭─19 日㈮；
　　　第 17 回微粒化シンポジウム

（2）開催場所： 
　　慶応義塾大学 理工学部 矢上キャンパス 創想館

（3）研究論文数：

　　12th Annual Conference of ILASS-Asia；
　　　特別講演 1 件、一般講演 28 件
　　第 17 回微粒化シンポジウム；
　　　特別講演 1 件、一般講演 34 件

（4）機器展示・カタログ展示：
　　機器展示 2 件、カタログ展示 7 件の合計 9 件

（5）参加者
　　1）シンポジウム 198 名　（うち学生　68 名）
　　2）技術懇談会 57 名　（うち学生　18 名）
　　3）総会 138 名（うち委任状　93 名）
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多くのユニークな模型とそれを用いた教育実践例
が紹介されました。スターリングサイクル機器は、
比較的簡単な構成で動作し、熱力学など機械工学
の基礎知識をモノづくりの楽しさを体験しながら
学ぶことができるため、工学／理科教育の教材と
しても優れています。機器展示会場では実用機や
関連要素展示のとなりに模型スターリングエンジ
ンの展示スペースを設け、コーヒーを片手に多く
の有意義な議論がなされました。若年層の理工系
離れが進んでいると言われていますが、スターリ
ングサイクル機器の教材は教育効果が高く、工学
の啓蒙にも役立つことから期待も高く、本会によ
りさらに理解も深まったように思います。

スターリングサイクルシンポジウムは、国際会
議を我国で開催した年度を除き毎年開催してお
り、全回盛況かつ活発な討論がなされていること
から、社会的、技術的な関心が高い会議のひとつ
といえます。スターリングサイクルは理論効率が

高いことから、いわゆるエネルギー危機といわれ
る都度に既存システムに対する対抗馬としてこれ
まで多く検討されてきました。しかし、最近のス
ターリングサイクル応用機器に関する研究は、か
つての高温熱源駆動のエンジンや極低温領域の冷
凍機のみではなく、低温度差で応用可能な実用型
エンジンや家庭温度領域の冷凍機、冷熱源を活用
した冷熱エンジンなど動作温度領域も広く取り扱
われるようになり、また排熱回収やバイオマスエ
ネルギーの利用など熱源の多様化も拡大していま
す。再生熱交換器や機構部の技術も着実に向上し
ており、スターリングサイクル応用機器は新展開
を迎えようとしています。第 12 回スターリング
サイクルシンポジウム（実行委員長：関谷弘志（早
稲田大学））は、本年 11 月 6 日㈮、大田区産業産
業プラザ Pio（東京都大田区）にて開催予定となっ
ております。多くのご参加をお待ちいたしており
ます。

池に比べて大幅に高い温度を持つ排気は有望なエ
ネルギー源となります。また、通常はブレーキに
よって熱の形で大気に捨てられてしまう走行運動
エネルギーを、制動時に回収して再び走行時に利
用するといった技術の有効性も、ハイブリッド電
気自動車などで既に実証されています。

このような背景に対して、自動車技術会伝熱技
術部門委員会では、2008 年度より自動車からの
各種エネルギー回収利用技術をテーマとした委員
会活動を行なっております。これまでにとり上げ
た話題は、熱サイクルによる排気熱回収利用、化
学蓄熱、ケミカルヒートポンプ、熱電変換素子、
燃料改質による化学的排気熱回収などです。また、
回生ブレーキなどの電気的なエネルギー回収の
キーテクノロジーとなる二次電池やキャパシタに
ついても外部講師による詳細な解説を頂きまし
た。

自動車技術会伝熱技術部門委員会では、このよ
うな活動を委員の勉強の場とするだけでなく、広
く一般の会員や日本機械学会を始めとする関連他
学会の会員の方々にもご参加頂けるような「自動
車エネルギー回生技術シンポジウム」を 2010 年
2 月に東京で開催する予定でおります。会期が近
づきましたら各種の方法でご案内させて頂きます
ので、ご関心のある方は是非ご参加頂ければ幸い
です。

以下に、これまでの委員会での話題を記します。

自動車技術会伝熱技術部門委員会の紹介
（自動車におけるエネルギー回生技術）

　

委員長

首藤　登志夫（北海道大学）

各種の排ガス対策技術の進歩によって、今日で
は手を尽くせば二酸化炭素以外の自動車排ガス成
分をほぼ問題のないレベルに抑えることが可能と
なっています。そして現在、排ガス対策に代わっ
て自動車が強く迫られているのは車両効率の向上
であると言えます。自動車エンジンシステムの効
率向上は、近年の二酸化炭素排出量削減要求や石
油資源の枯渇懸念によって特に重要な課題となっ
ているとともに、車両効率の高い電気自動車や燃
料電池自動車の登場といった状況からも急務であ
ると考えられます。

一般的な条件でのエンジンのヒートバランス
は、仕事、排気熱、冷却損失がそれぞれ 1/3 程度
ですが、この仕事の割合（つまり機関熱効率）を
現状よりも飛躍的に増加させることは容易ではあ
りません。そこで、エンジン自動車の車両効率を
向上させる方法として、出力仕事以外の、通常は
大気に捨てている排気や冷却水の熱エネルギーを
有効利用することが考えられます。特に、燃料電
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第 1 回委員会話題
（1） 「BMW のターボスチーマーシステムの研究」

BMW ジャパン　山根 健
（2） 「ランキンサイクルを用いた車載用廃熱回生

システムの研究（トランジェントベンチシ
ミュレーションを用いたリアルタイムエネル
ギー解析）」本田技術研究所　茨木 茂

第 2 回委員会話題
（1） 「化学蓄熱・ケミカルヒートポンプによる自

動車廃熱回収技術の可能性」千葉大学　小倉 
裕直

（2） 「熱電素子を自動車へ適用した場合の燃費効
果に関する考察」本田技術研究所　森 正芳

第 3 回委員会話題
（1） 「エンジン排熱利用による空気冷媒カーエア

コンシステムの基礎研究」アースシップ 宮
下 和也（元 IHI）

（2） 「二次電池について」エフシー開発　荒巻 勲
（元 新神戸電機）

第 4 回委員会話題
（1） 「燃料改質による化学的廃熱回収─メタノー

ル改質ガスエンジンの研究および今後のエネ
ルギー効率改善への適用 -」日産自動車　廣
田 寿男

（2） 「オンボード燃料改質による着火性制御と排
熱回収効果を利用した HCCI エンジンシステ
ムに関する研究」北海道大学　首藤 登志夫

第 5 回委員会話題
（1） 「中温型燃料電池の排熱を利用した高効率な

マイクロチャンネル改質器に関する研究」　
豊田中央研究所　志満津 孝

（2） 「シュミレーションソフト AMESim を活用
した廃熱回収への適応例」LMS ジャパン

以上の委員会の開催案内および議事録を以下の
URL で公開しています。
http://mech-me.eng.hokudai.ac.jp/̃netsu2/srg/
vem

http://www.jsme.or.jp/esd/COMODIA-Procs/
menu.html
なお、日本機械学会と国立情報学研究所との申し
合わせにより、2000 年以降の日本機械学会の講演
論文集については、国立情報学研究所がその電子
情報を管理することになっておりますので、第 1
回～第 4 回 COMODIA の講演論文のみ掲載して
おります。第 5 回以降の COMODIA については、
論文検索の便宜のため講演題目と著者を掲載して
おります。
国立情報学研究所の URL は以下の通りです。
http://www.nii.ac.jp/

COMODIA 講演論文のWeb 掲載について

COMODIA（The International Symposium on 
Diagnostics and Modeling of Combustion in 

Internal Combustion Engines，

第 7 回 よ り は The International Conference on 
Modeling and Diagnostics for Advanced Engine 
Systems に名称変更）の講演論文をエンジンシス
テム部門の Web サイト内、下記 URL に掲載させ
て頂いております。
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研究エッセー
る。このため現状では低負荷だけを HCCI 燃焼に
頼り、高負荷は在来のディーゼル燃焼を行わせる
という燃焼のハイブリッド化を図らざるを得な
い。HCCI と並んで、予混合圧縮点火方式 PCCI
が研究された。この方式では必ずしも完全な均一
化ではなく、圧縮過程の早期に燃料を噴射し大量
の EGR の混合によって着火時期をおくらせ、
HCCI と同様の成果を得るものである。何れにし
てもこの混合気圧縮点火の領域をどこまで広げら
れるか、またこの後に続くディーゼル燃焼の改善
に役立つようにできるかが課題となっている。現
在、コモンレール式の高圧燃料噴射による噴射時
期の電子制御、1 サイクルでの複数回の噴射、可
変動弁機構の採用、運転条件に合わせた EGR 量
の制御、VG ターボ過給の採用等、最新の技術を

用いた研究が推進されている。今後は単筒エン
ジンでの実験研究の成果を、排気対策、燃費向上
がより強く要請されている重量車の大型多気筒
ディーゼル機関への適用を図るための実証実験が
求められよう。

HCCI に対して燃焼機構と共に燃料面での研究
が盛んに行われている。HCCI 燃焼には、当然気
化しやすい燃料で、しかも適当な自己着火温度を
持つ燃料が望ましい。こうした観点から、ガソリ
ン、メタノール、軽留出分を持つ炭化水素燃料な
ど各種の燃料について研究が進められている。ま
た系統的に種々の炭化水素燃料を準備し、その圧
縮点火過程の化学反応を詳細に解析し、HCCI に
適した燃料性状と組成を追及している。それによ
り燃焼過程の詳細な化学変化と生成物が明らかに
され、次に続くディーゼル燃焼の急激な圧力上昇
を緩和する効果のあることが示されている。

こうした研究から HCCI に最適な燃料を究める
ことが可能であろうが、現在のガソリン・軽油と
全く異なる HCCI エンジン専用の燃料となると消
費量の多い大型車への供給は極めて困難な問題と
なる。現在、次世代クリーンディーゼル車の燃料
として、DME、バイオディーゼル燃料、GTL な
どの新燃料があげられており、これらの供給体制
もまだ決まっていない。しかし HCCI 燃料として
これらの新燃料と共用できるのであれば可能性が
あるが、大型ハイブリッドディーゼルエンジンと
しては、あくまで HCCI を燃焼改善の一手段とし
て、既存の燃料で実車への適用を図るのが本筋で
あろう。 （2009.6）

ハイブリッドエンジン―その後

　

　

斎藤　孟（早稲田大学名誉教授）

ハイブリッドエンジン ?　ハイブリッド車の名
は専門外の人でも容易に想像できるくらい有名に
なったが、ハイブリッドエンジンとなると何だろ
うと疑問に思う人が多いのではなかろうか。この
用語は、1961 年、機械学会の招聘で来日された
米 国 ペ ン シ ル バ ニ ア 州 立 大 学 の 名 誉 教 授
P.H.Schweitzer 博士が「内燃機関の現状と将来」
と題して講演されたときに使用されたものであ
る。それについては本ニュースレター No.17

（1997.9）に私が紹介したが、要はオットーエン
ジンの特徴（外部混合、均一混合気、固定点点火、
スロットルによる空気 + 燃料制御）とディーゼ
ルエンジンの特徴（内部混合、不均一混合気、圧
縮点火、スロットルなしの燃料制御）を混ぜ合わ
せてハイブリッド化したエンジンを呼んだもので
ある。博士はこのハイブリッドエンジンの中で将
来嘱望される形式として、層状給気、スロットル
なしのオットー機関と、均一混合気の圧縮点火を
組入れたハイブリッドディーゼル機関をあげられ
た。まだ排気ガスの問題がなかった時代なので、
その狙いは専ら熱効率の向上にあった。

ディーゼルハイブリッドの基礎である均一混合
気の圧縮点火燃焼は、現在 HCCI 燃焼と呼ばれ

1990 年頃から研究が盛んになり、幾多の実験
研究と数値モデルによる解析で燃焼機構の詳細が
明らかになりつつある。この燃焼形態は元はガソ
リン機関の熱効率をディーゼル機関並みに向上す
ることを目的にしたものであったが、ディーゼル
機関の排気ガス規制が強化され、かつ燃費の一層
の改善が要請されるに及んで次世代クリーン
ディーゼルエンジンの最重要方策の一つに上げら
れるに至ったものである。

希薄化した燃料―空気の均一混合気を圧縮点火
させれば、NOx の生成は少なく、排気黒煙を出
さず、微粒子 PM も非常に低く抑えられること
はよく知られた事実である。しかしこうした条件
で運転できるのは低負荷に限られ、高負荷では急
激な圧力上昇を伴い、安定した運転が不可能にな
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CONCAWE

GM’s E-Flex System：a further step into the 
Automotive Vehicle Electrifi cation
Giovanni Cipolla
GM Powertrain̶Europe

Directions in Diesel Emissions and Control
Tim Johnson
Corning Environmental Technologies, Corning 
Inc

Technical Session では、200 編近い論文が発表さ
れていました。対象分野は、以下の 5 つに分類さ
れておりました。
Advanced Power Sources
Combustion & Fuels
Lubricants & Powertrain Systems
Emissions
Control & Calibration

Advanced Power Sources には、ハイブリッド
および水素エンジンなどの 5 セッションが、
Combustion & Fuels では、代替燃料、圧縮着火、
火花点火、HCCI、燃焼噴射、熱移動などを中心
とした 30 セッションが、準備されておりました。
Lubricants & Powertrain Systems では、エンジ
ン潤滑油、動力伝達系潤滑油、油圧機械、材料、
新エンジン要素、NVH などによる 10 セッション
が、Emissions では、エンジンエミッション、後
処理、排気系モデリング、オンボード計測などに
よる 9 セッションが、Control & Calibration では、
エンジン制御と最適化、HCCI 制御、可変動弁系

（VVA）、車両システムモデリングによる計 5 セッ

SAE 2009 International Powertrains, 
Fuels and Lubricants Meeting参加報告

　

河原　伸幸（岡山大学）

　

飯島　晃良（日本大学）

2009 年 6 月 15～17 日にかけて、2009 年度の
SAE International Powertrains, Fuels and 
Lubricants Meeting（PFL）がイタリアのフィレ
ンツェで開催されました。会場となったのは、フィ
レンツェの中心地から歩いて 20 分程度の、アル
ノ川沿いにあるホテル、「Grand Hotel Medi-
terraneo」です。開催期間中は天候にも恵まれ、
連日 30℃を超える夏日で、アルノ川の川原では、
大勢の人が日光浴をしていました。

初日の 15 日には、開会式に続いて基調講演が
行われました。本大会の Activity Chair である
Afton の Matthew Newkirk の司会進行により、
SAE 2008 President である Dr. Thomas W. Ryan 
III （SwRI）による Opening Remarks が行われ
ました。続いて、以下の 3 名により、将来燃料動
向、自動車の電動化、ディーゼルエミッション制
御に関する基調講演が行われました。

Fuels and Biofuels： Future demand and Quality
Kenneth Rose

会議参加記

基調講演の様子 会場になったGrand Hotel Mediterraneo
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Meeting が、2009 年 11 月 2～4 日に、米国テキ
サス州サンアントニオ、Hyatt Grand Hotel で開
催されます。

また、次回の（春の）SAE 2010 International 
Powertrains, Fuels and Lubricants Meeting は、
2010 年 5 月に、ブラジルのリオデジャネイロで
行われる予定になっています。

ション、合計 59 セッションが準備されており、
会議中も活発な討論が繰り広げられていました。

15 日の夜には、会場のホテル内にて Banquet
が行われました。着席式のコース料理で、ワイン
を飲みながら、落ち着いた雰囲気で懇親とディス
カッションを楽しむことができました。

現地は日が長く（夜の 9 時頃までは明るい）、
中心地や名所にも徒歩でアクセスできるため、
セッションの終了後にフィレンツェの街を散策
し、世界遺産に登録されている美しい街並みを眺
めることができました。

秋のSAE 2009 Powertrains, Fuels and Lubricants 

会場ホテルのそばを流れるアルノ川 ミケランジェロ広場から眺めたフィレンツェの街並み
真ん中ドーム状の建物がドゥオモ

多くの観光客で賑わう サン・ジョバンニ広場

ベッキオ宮殿
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部門企画・関連行事のこ案内

小林秀昭（東北大）
2.『 複数化学種 PLIFとステレオPIVの同時計測に
よる乱流予混合火炎の構造解明』

瀬尾健彦（東京工大）
3.『 赤外吸収法によるエンジンシリンダ内ガス濃
度計測』

河原伸幸（岡山大）
4.『ボアスコープ法によるディーゼル火炎の挙動』

藤野竜介（株式会社 新エィシーイー）
5.『 励起・発光マトリクス法によるディーゼル火
炎内すす生成過程の分光計測』

相澤哲哉（明治大）

ワークショップ 2 件

 9 月 15 日㈫ 
12：30～15：00 （パネルディスカッション形式）
「最新の乗用車用ディーゼルエンジンとその技術」
企画：島崎勇一（トヨタ自動車㈱）

12：30　エンジンシステム部門長挨拶
 飯田訓正（慶応大）
12：35～14：15（1 件 20 分）
1.『 国内排気規制対応 2.0L 直噴ディーゼルエン
ジンの開発』

 倉石竜雄（日産自動車）
2.『ホンダ Euro5 ディーゼルエンジンの開発』
 松井竜太（本田技術研究所）
3.『マツダ新型MZR-CD2.2 ディーゼルエンジンの開発』
 上杉康範（マツダ）
4.『スバル水平対向ディーゼルエンジンの開発』
 渡辺　浩（富士重工業）
5.『ディーゼルエンジン燃焼の課題と今後』
 小郷知由（トヨタ自動車）

パネルディスカッション

『最新の乗用車用ディーゼルエンジンとその技術』
コーディネータ　青柳友三（新エィシーイー）、
部門長　飯田訓正（慶応大）、講演講師 5 名
総括　青柳友三（新エィシーイー）

オーガナイズドセッション（OS）の企画（4件）

「 次世代燃料と新しい燃焼技術、エンジン、動力
システム」

（エンジンシステム部門、動力エネルギーシステ
ム部門、熱工学部門合同企画）
オーガナイザー： 木戸口善行（徳島大）、金野　満

（茨城大）、丸田　薫（東北大）
 9 月 14 日㈪ 

10：30～12：00 座長・手崎　衆（富山大）
　エンジンにおける燃焼制御の新展開（講演6件）

 9 月 15 日㈫ 
9：00～10：15 座長・吉田幸司（日大）
　エンジン燃料の多様化と排気（講演 5件）

 9 月 16 日㈬ 
9：15～10：45 座長・八房智顯（徳島大）
　環境対応時代の燃料の多様化と燃焼機器（講演6件）
10：55～12：25 座長・山崎由大（東大）
　燃料の着火・反応・消炎機構（講演 5件）

エンジンシステム部門一般講演（15 件）

 9 月 16 日㈬ 
9：00～10：00 座長・川上忠重（法政大）
　一般セッション（1）
10：10～11：10 座長・志賀聖一（群馬大）
　一般セッション（2）
13：00～14：00 座長・瀧口雅章（東京都市大）
　エンジントライボロジ（1）
14：10～14：55 座長・副島光洋（九州産業大）
　エンジントライボロジ（2）

基　調　講　演

 9 月 15 日㈫ 　10：30～11：30
「内燃機関の燃焼研究の現状と将来」

飯田訓正（慶應義塾大）

先端技術フォーラム 1件（熱工学部門とジョイント）

 9 月 14 日㈪ 　 13：00～15：30　　講演 5 件
「光に着目した燃焼現象の計測法」

企画、冨田栄二（岡山大）・小林秀昭（東北大）
1.『高温高圧乱流予混合火炎におけるOH-PLIF 計測』

日時：2009 年 9 月 13 日（日）～ 16 日（水）
場所：岩手大学（盛岡市上田 3-18-8）

日本機械学会 2009 年度年次大会
エンジンシステム部門 企画行事 のご案内
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 9 月 16 日㈬ 
10：30～12：00（パネルディスカッション形式）

「エンジン筒内流動シミュレーションの検証」
企画：森吉泰生（千葉大）　
1.『 ディーゼルポートにより形成された筒内定常
流のPIV 計測』 川那辺　洋（京都大）

2.『 LDA によるシリンダ内非定常流データベー
スの構築』加藤真亮、石間経章、小保方富夫、
金子誠（群馬大）

3.『筒内流れ場シミュレーション技術の課題』
森吉泰生（千葉大）

部門同好会・第 86 期部門賞贈賞式

 9 月 14 日㈪  17：30～ 岩手大学工学部食堂2Fにて
・　部門同好会

・　第 86 期部門賞贈賞式

参加登録について

年次大会参加登録期間：事前予約　7 月 1 日から
8 月 17 日まで
詳しくは下記、2009 年度年次大会ホームページ
をご参照ください。
http：//www.jsme.or.jp/2009am/

交通アクセス

最寄駅：盛岡駅
盛岡駅から会場までの交通：

○ バス（盛岡駅前バスターミナル 11 番のりば）
○ タクシー（盛岡駅から約 2 km、約 10 分）
○ 徒歩（盛岡駅から約 25 分）

※このリーフレットは、エンジンシステム部門ホームページからもダウンロードが可能です。http://www.jsme.or.jp/esd/

 9 月 3 日㈭ 
9：00～9：45
　特別講演Ⅱ：
　　「低炭素化時代のモビリティーを考える」
　　一方井 誠治 （京都大学経済研究所教授）
10：00～16：00
 テクニカルセッション（2 部屋、計 4セッション）

■参加費：（消費税・講演論文集 1 冊込）
正 会 員　15,000 円（8 月 1 日以降）
会 員 外　30,000 円（8 月 1 日以降）
学生（会員）　　6,000 円（8 月 1 日以降）
学生（会員外）10,000 円（8 月 1 日以降）
■懇親会費： 一般 6,000 円 学生 3,000 円
■申込締切日： 2009 年 8 月 25 日㈫

詳細は，下記のウェブページをご参照ください。
■参加登録ページ
http://www.jsae.or.jp/cgi-bin/sympo/prog/jsrs4_01.
cgi?sympo=nainen20th
■開催案内ページ
http://www.jsae.or.jp/calendar/data.php/1018/10181.pdf
■プログラム
http://www.jsae.or.jp/calendar/data.php/1018/10182.pdf

日時：2009 年 9 月 1 日㈫～3 日㈭
場所：早稲田大学 18 号館（国際会議場）

 9 月 1 日㈫ 
9：05～9：50　

特別講演Ⅰ：
　「 エンジンの環境・エネルギー技術に関する

将来展望」 
　大聖 泰弘（早稲田大学理工学部教授）

10：05～17：40
 テクニカルセッション（2 部屋、計 8セッション）

 9 月 2 日㈬ 
9：00～9：40
　技術展望：
 「商用車用ディーゼルエンジンの昨日・今日・明日」
　　森　一俊（帝京大学）
9：45～15：20
 テクニカルセッション（3 部屋、計 6 セッション）
15：45～17：45

パネルディスカッション：
　「エンジン基礎研究と産学連携」

18：15～20：15
懇親会：大隈ガーデンハウスカフェテリア

第 20 回内燃機関シンポジウム開催のご案内
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刊行物案内
味深くお読みいただけるよう、エンジン開発史と
それに携わってこられた人々を紹介する連載も充
実させました。
「エンジンテクノロジーレビュー」誌を、エンジ
ンシステム部門の皆様、ならびに、エンジン技術
に携わっておられる全ての皆様に、是非ともご愛
読を頂ければ幸いです。また、エンジンシステム
部門の皆様には引き続いてご支援をいただけます
よう、お願い申し上げます。

2009 年度 ETR 誌編集委員会
 機械学会 自技会　
編集主幹 村中 （日産） 宮本（北大）
委　　員 天谷 （群大） 小酒（東工大）
 内田（豊田中研） 川那辺（京大）
 鈴木 （交通研） 藤原（ホンダ）
 杉山 （JARI） 瀬戸（日野）
 小栗 （福井工大） 調（部品総研）
 沼田 （三菱重工） 金子（新日石）
 清水 （産総研） 中村（堀場）

既刊特集記事と今後の予定
No.1：‘09/4 ●エンジンの明日と今を問う
No.2：‘09/6 ● 明日のオフロードエンジン

（以上発行済み）
No.3：‘09/8 ● どうなる ? エンジン要素と制御技

術の明日（以下予定）
No.4：‘09/10 ●エンジンを見る、観る、診る
No.5：‘09/12 ●新燃料とエネルギーを読む
No.6：2010/2 ●ディーゼルのクリーン化と
燃費（CO2）戦略

発行：年 6 回（発売日は発行前月の 26 日）
定価：1,800 円（税込み）　送料 80 円　

㈳日本機械学会会員　特別定期購読料：
1,350 円× 6 冊 =8,100 円　送料無料

定期購読のお問合せ・お申込み：
URL：http：//www.yokendo.com/
養賢堂・販売部 TEL：03-3814-0911

エンジンテクノロジーレビュー（ETR）
誌の紹介 
 ETR 誌編集委員会

エンジンの研究・開発技術者から多くの支持を
得ておりました「エンジンテクノロジー」誌が諸
事情により休刊になっておりましたが、「エンジ
ンテクノロジーレビュー」（ETR）の誌名で、本
年 4 月に養賢堂からリニューアル創刊されまし
た。

この「エンジンテクノロジーレビュー」誌は、「エ
ンジンテクノロジー」誌の編集コンセプトを受け
継ぎ、エンジン技術の研究開発動向・将来展望か
ら、エンジン技術に関連した社会動向まで、最先
端の質の高い情報を掲載したエンジン専門誌で
す。

編集に当たっては（社）日本機械学会と（社）
自動車技術会が協力して組織された産官学のメン
バーからなる、強力な編集委員会のもとで常に
ホットな話題を提供できる体制をとっておりま
す。

毎号、「技術展望」と「技術解説」からなる特
集を組み、特集分野の最先端情報を提供するほか、

「新エンジン紹介」「基礎講座」「若手研究者最前線」
など、読者の皆様に興味を持っていただける構成
となっております。　

さらに国際会議や国内学会の最新レポートや、
種々の最新ニュースが満載されています。また興
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第 6 章　池上詢、神本武征
第 7 章　大澤克幸、神本武征
第 8 章　R. R. Maly and T. Ryan　（SwRI）

紹介文：本書は往復式内燃機関のシリンダ内流れ
と燃焼に関して総勢 8 人の日米欧の専門家が執筆
した最新のテキストである。内容は火花点火の基
礎から 2 サイクルエンジン内の流れと混合気の形
成、直接噴射式ガソリンエンジンにおける混合気
形成、ディーゼルエンジン内の乱流構造、高圧
ディーゼル噴霧のリフトオフ、従来型ディーゼル
エンジンの燃焼、HCCI を含む新ディーゼル燃焼、
燃焼と排気に及ぼす燃料影響まで広範なトピック
スを網羅しており、大学院修士課程以上のエンジ
ンの研究・開発に携わるエンジニア必読の好著で
ある。

出版社：Springer
購入方法：http：//BookWeb.kinokuniya.co.jp
　　　　　http：//www.amazon.co.jp

Flow and Combustion in Recipro-
cating Engines

　

監修

C. Arcoumanis and
 T. Kamimoto

執筆者：
第 1 章　R. R. Maly, R. Herweg（Daimler）
第 2 章　T. D. Fansler, M C Drake（GM）
第 4 章　P. C. Miles（Sandia NL）
第 5 章　D. L. Siebers（Sandia NL）

第12章 B. Gatellier
第13章 S. Kimura
第14章 T. W. Ryan III
第15 and 16章 N. Iida
第17章 C. K. Westbrook, W. J. Pitz and H. J. Curran
第18章 S. Aceves
第19章 M. Richter

紹介文 : HCCI/CAI 燃焼エンジンに関して、日米
欧の研究者が執筆したテキストである。Part I で
HCCI/CAI エンジンの開発・研究の背景と歴史
を紹介、つづく Part II 以降では、ガソリン
CAI、ティーゼルおよび代替燃料の HCCI エンジ
ン研究を紹介している。2ストロークHCCI燃焼、
HCCI エンジンの熱管理、燃焼位相制御、EGR 効
果、圧力上昇率の制御、燃焼モードの切替、燃料
の影響など、HCCI エンジンに関する広範囲なト
ピックスを網羅している。Part V では、HCCI 燃
焼の素反応機構、HCCI 燃焼エンジンのための新
しいモデリング技術を解説している。HCCI エン
ジン研究・開発エンジニアの入門書。
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講演会
● FISITA 2010 World Automotive Congress
開催日：2010/5/30-6/4
開催場所：Budapest, Hungary
発表申込締切：2009/6/30

● SAE 2010 World Congress
開催日：2010/4/12-15
開催場所：Cobo Center, Detroit, USA
発表申込締切：2009/6/1

●  XVIII International Symposium on Alcohol 
Fuels

開催日：2010/3/9-12
開 催 場 所：Claridges, Surajkund, Delhi NCR, 
India
発表申込締切：2009/6/30

●第 18回微粒化シンポジウム 
開催日：2009/12/17-18
開催場所：九州大学医学部百年講堂，福岡
発表申込締切：2009/10/9

●第 47回燃焼シンポジウム 
開催日：2009/12/2-4
開催場所：札幌コンベンションセンター，札幌
発表申込締切：2009/7/17

●熱工学コンファレンス 2009 
開催日：2009/11/7-8
開催場所：山口大学 常盤キャンパス，宇部
発表申込締切：2009/7/14

●  15th Small Engine Technology Conference 
（SETC 2009）
開催日：2009/11/3-5
開催場所：Penang, Malaysia
発表申込締切：2009/1/31

●  15th Asia Pacific Automotive Engineering 
Conference（APAC-15）

開催日：2009/10/26-28
開催場所：Hanoi, Vietnam
発表申込締切：2008/12/15

●  13 th  Annua l  Con fe r ence  on  L i qu i d 
Atomization and Spray Systems-Asia 

開催日：2009/10/15-17
開催場所：Wuxi, P.R.China
発表申込締切：2009/6/30

●自動車技術会 2009 年秋季大会 
開催日：2009/10/7-9
開催場所：仙台国際センター，仙台
発表申込締切：2009/3/31

●日本機械学会 2009 年度年次大会
開催日：2009/9/14-16
開催場所：岩手大学，盛岡 
発表申込締切：2009/3/6

●第 20回内燃機関シンポジウム
開催日：2009/9/1-3
開催場所：早稲田大学，東京
発表申込締切：2009/3/31
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第 86 期広報委員会の津江光洋委員長、森上　修幹事より指導を受けながら広報業務を担当しており
ます。ニュースレターの最初のページが目次のみでは注目されないのではという飯田訓正部門長の提案
もあり、新旧部門長の挨拶を先に掲載し、目次は４ページのトップに掲載しました。

第 87 期広報委員会：委員長　庄司　秀夫　（日本大学，shoji@mech.cst.nihon-u.ac.jp）
 幹　事　飯島　晃良　（日本大学，iijima@mech.cst.nihon-u.ac.jp）

編集後記


